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閉経前女性における食生活習慣と骨塩量
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　閉経前女性における食生活習慣と骨塩量との関係を明らかにするために，横浜市内の40歳以下の女性

1,298人を対象に，Computed X-ray densitometer（CXD法）による骨塩量測定と食生活と運動に関する問診

票の解析により以下の知見を得た。

　1.　骨塩量（20歳から40歳まで）は平均2.75±0.20 mm（n＝1,298）で，35～39歳が最も高かった。

　2.　カルシウム摂取量と蛋白質摂取量は30～34歳で最も高かった（カルシウム622±302 mg/日，蛋白質

73.5±20 g/日）。

　3.　現在欠食のない人はそうでない人に比べて，骨塩量，蛋白質摂取量，カルシウム摂取量が有意に高か

った。

　4.　総カルシウム摂取量が600 mg未満の者（n＝852）では，カルシウム供給源食品摂取量に関する相関

分析で小魚の摂取量と骨塩量の間に有意な負の相関（p＝0.035）がみられ，総エネルギー摂取量あたりの小

魚由来のカルシウム摂取量が高い群（0.025 mg/kcal以上n＝349）は低い群（0.025 mg/kcal未満n＝503）

と比較して有意（p＝0.018）に骨塩量が低かった。

　以上より，カルシウム供給源食品摂取量を考慮した栄養指導が骨粗髭症予防に大切であることが示唆され

た。
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